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伊勢原市社会福祉協議会
☎0463-94-9600 FAX0463-94-5990

この広報紙は共同募金の配分金を財源に発行しています。

10月1日～12月31日

目指せ100台!!

湘南ベルマーレも
共同募金を支援しています!!

道灌まつりで湘南ベルマーレの協力により

赤い羽根募金を行います。

　共同募金は、誰もが住み慣れた地域で安心して
暮らすことができるよう、さまざまな地域福祉の
課題に取り組む民間団体を応援する、「じぶんの
町を良くするしくみ」として都道府県単位で取り
組まれています。
　また、大規模災害が発生した際には、被災地で
のボランティア活動を支援するための活動資金と
しても活用がされています。

（写真は「東成瀬子育てサロン」、毎月第3木曜日に成瀬コミュ
ニティセンターで開催。共同募金配分金で運営しています。）

～「ボラサポ・豪雨災害」～
　赤い羽根中央共同募金会では、被災された方々を支える
活動を支援する「ボラサポ（災害ボランティア・NPO 活
動サポート募金）」による助成を行っています。平成 30 年
７月豪雨災害では、被災地でボランティア活動を行った、
５人以上のグループが助成の対象となりました。10 月以降
の助成募集については中央共同募金会ホームページでご確
認ください。
https://www.akaihane.or.jp/saigai/2018_ july_gouu/apply

　今年も伊勢原駅周辺、愛甲石田駅で民生委員児童委員や学生、
ボランティア団体、老人クラブ連合会、市光工業労働組合伊勢
原支部などの皆さまの協力で街頭募金を実施します。

　赤い羽根のロゴの入った社会貢献型自販機で清涼飲料水などを購入する
と、その売り上げの一部がメーカーを通じて共同募金に寄付されます。
　現在、市内に５カ所、８台が設置されています。設置場所は、大原保育園、
ピュアキッズ大原ビッグハート、泉心荘、いせはら療養センター、伊勢原
シティプラザです。 昨年は８台で 74，754 円が寄付されました。

寄付金付き自動販売機の設置場所を募集しています。 社会貢献活動としてご検討ください。
詳しくは社協まで

自動販売機で募金しよう

10月13日（土）
マイティースポーツ前 午後２時〜午後２時 20 分
横浜銀行駐車場 午後２時 40 分〜午後 3 時

皆さまのご来場をお待ちしています !!
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平成30年9月10日現在

※敬称略・順不同・㈱、㈲等は省略

特別賛助会員のご紹介
　平成30年9月10日までに、特別賛助会員としてご加入いただきました法
人等をご紹介させていただきます。なお、個人でも多くの方々にご加入い
ただいておりますが、個人情報保護の関係から掲載は控えさせていただき
ます。

口数 会費合計
正会員 19,281口 5,784,495円
賛助会員 2,307口 2,307,000円

特別賛助会員 313口 1,565,000円
総計 21,901口 9,656,495円会員種別

正会員(個人)
1口　300円

賛助会員
(個人・施設等)
1口　1,000円

特別賛助会員
(個人・法人等)
1口　5,000円

【２口】	 	アマダホールディングス、伊勢原建設業協会、伊勢原市保護司会、伊勢原ひかり幼稚園、伊勢原日向病院、宇都宮螺子、エル・エム・ヴィ、
相模商会、思親会、濱田精麦、富士、法眼寺、レナテック

【１口】	 	秋山自動車整備工場、アズビル、厚木ガス、アトリエ	ヴェルデ、アースロック、伊勢原駅前クリニック、伊勢原工業団地協同組合、伊勢
原土地、伊勢原ふたば保育園、伊勢原みのり幼稚園、伊勢原八雲幼稚園、伊勢原立正幼稚園、伊勢原まごころクリニック、エイチ・ビー
アンドシー、エム・ケー観光、大山ホーム、オリイメック、梶山内科クリニック、神奈川県農協情報センター、神奈川トヨタ自動車伊勢
原店、神谷コーポレーション湘南、清富士、桜台こどもクリニック、JFE溶接鋼管、昭和電工パッケージング、上行寺、スーパーアルプス、
須藤医院、石雲寺、瀬戸水産、蔵福寺、ダイカン、大新産業、中栄信用金庫伊勢原南口支店、中央マドカ幼稚園、つくし、つくし相談室、
鶴見コンクリート、塚本経営法務事務所、堂前保険サービス、なるせ保育園、成瀬幼稚園、花いせ、平塚信用金庫伊勢原支店、みどり園、
本橋製作所、吉野太税理士事務所、リビングケア唯の家伊勢原高森、龍散寺、緑友会、ルミエール歯科

　平成30年６月16日から9月10日までにご寄付をいただいた方を
ご紹介させていただきます。※敬称略・順不同(　)内は回数

寄託金 ▶青柳貞德　▶秋山順造　▶匿名
▶日本発条労働組合厚木支部

寄託品
▶岩元靖弘　▶うぇるかめ伊勢原　▶たくみ
▶小旛康弘　▶伊勢原市民生委員児童委員協議会　
▶匿名(3)

平成30年度累計　　寄託金　147,699円　寄託品　12件

　福祉資金は、低所得者世帯、障がい者や高齢者世帯などに対し、資金の貸し付けと民生委員による必要な援助を行うことによって、その世
帯の生活の安定と経済的自立を図ることを目的とした制度です。公的な貸付制度という特性から、他から借入ができる方はそちらが優先とな
ります。また、原則として連帯保証人が必要です。
　貸し付けに関しては、返済計画を含め、事前に十分なご相談をさせていただきます。
貸し付けの種類等
福祉資金 不動産担保型生活資金
冠婚葬祭経費、住居の移転経費、福祉用具の購入経費、就職・技能習得経費、災
害を受けたことにより臨時的に必要な経費、障がい者用自動車の購入に必要な経
費等　○貸付限度額　50万円〜580万円（資金の種類による）

現に居住する不動産を担保として生活費を貸し付けします。
（低所得の高齢者世帯）

教育支援資金
学校教育法に定められた高等学校、大学などへの進学や通学に必要な経費。※原則、修学者を借受人とします。

【教育支援費】就学に必要な経費  ○貸付限度額　3万5千円から6万5千円まで／月
【就学支度費】入学に必要な経費  ○貸付限度額　50万円

●原則、生活困窮者自立支援法制度の自立相談支援事業（伊勢原市役所が相談窓口）の利用が必要な貸し付け

総合支援資金 緊急小口資金

失業などにより日常生活全般に困難を抱えた世帯に対し、その自立に向けた生活
を支援するため、生活費などの貸し付けを行います。(年齢要件あり)
○貸付限度額　①生活支援費　単身15万円／月　2人以上世帯20万円／月
　　　　　　　②住宅入居費　40万円　③一時生活再建費　60万円

緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に貸し付ける
少額の費用
○貸付限度額　10万円

障害者支援施設  みどり園／清川ホーム
認可保育所  伊勢原ふたば保育園／本厚木ふたば保育園
就労継続支援Ｂ型事業所  つくし／アトリエ ヴェルデ
相談支援事業所  つくし相談室／グループホーム  げんき家

緑友会

社会福祉法人  緑 友 会
地域への貢献地域への貢献能力発揮と安定能力発揮と安定お客様第一主義お客様第一主義

広告 広告

生活福祉資金貸し付け相談のご案内

善意銀行

平成30年度社会福祉協議会会員募集中間報告

～皆さまのあたたかいお気持ちに感謝致します～

　「寄付をしたい」「何かに役立てて欲しい」そのようなときには、市社協にご
相談ください。寄付していただいた方の善意を大切に受け止め、皆さまの温か
い気持ちをボランティア団体や市民活動団体等にお届けします。
　寄せられた寄付金は、寄付者から配分先が指定されているものを除き、市
内に活動拠点を置き、地域福祉の推進を目的とした「ボランティア団体」「NPO
法人等の市民活動団体」等に対して、配分委員会の審査を経て配分します。
皆さまのご協力をお願いいたします。
　来年度の配分申請は、平成30年12月を予定しています。詳しくは、ホーム
ページ、広報いせはら等でお知らせします。

年末から3月ころにかけて、進学のための教育支援資金に関するご相談が多くなります。
貸し付けできない場合や支援費の支給までに時間がかかることがありますので、期間に余裕をもって早めにご相談ください。

広告
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　老人福祉センター阿夫利荘で開催している「趣味の教室」の参
加者を追加募集します。阿夫利荘までは伊勢原駅南口とシティプ
ラザから無料送迎バスを運行しています。
受講期間 : 平成30年10月から平成31年3月まで
対　　象 : 市内在住の60歳以上の方
参 加 費 : 1教室　750円
　　　　　その他、教室により別途材料費等の負担あり
場　　所 : 老人福祉センター阿夫利荘(大山1９４)
問い合わせ・申し込み : 老人福祉センター阿夫利荘　
　　　　　　　　　　 ☎93-1006

教室名 曜日 時間 募集人数
レクダンス 第3水曜日 10:30~12:00 10人

民踊 第3水曜日 13:00~15:00 10人
フラダンス 第4火曜日 10:30~12:30 25人

詩吟 第4金曜日 10:30~15:00 25人

　相続問題は誰もが直面しうる問題です。これからの自分や家族の
ために今からできることを考え、少しずつ準備し、安心して過ごし
たいものです。「相続に関するお金の話」を学び、これからの暮ら
しに役立ててみませんか?

日　時 : 平成30年11月26日(月)
　　　　午後２時〜午後４時
　　　　（受け付け:午後1時30分〜）
場　所 : 伊勢原シティプラザ1階ふれあいホール
対　象 : 市内在住、在学、在勤の方
定　員 : 100人（申し込み順）
参加費 : 無料
内　容 : テーマ『相続に関するお金の話』
　　　　相続税、遺産の範囲・評価・分割、
　　　　民法(相続 関係)改正
　　　　講師/吉野太税理士事務所所長　税理士　吉野太氏
申し込み : 社協　成年後見・権利擁護推進センターに電話
　　　　　またはFAX 

 ※FAXの場合、講座名・氏名・電話番号を記入して送信

日　時 : 全3回
　　第1日目　10月23日（火）　午後1時〜午後3時10分
　　第２日目　10月30日（火）　午後1時〜午後3時10分
　　第3日目　11月6 日（火）　午後1時〜午後4時30分
会　場 : 伊勢原シティプラザ1階社協会議室
対　象 : 市内在住でボランティア活動に関心のある方
定　員 : 20人（申し込み順）
参加費 : 500円（資料代など）
主　催 : 精神保健福祉ボランティア「あいぽっけ」
申し込み : 社協に電話またはFAX

※FAXの場合、講座名・氏名・住所・電話番号を記入して送信

　第２弾となるボランティア入門講座では、点字と手話を体験します。
点字と手話を楽しく学び、ボランティア活動のきっかけ作りにしてみま
せんか?
日　時 : 平成30年10月21日(日)　午後1時〜午後４時
場　所 : 伊勢原シティプラザ1階社協会議室
対　象 : :市内在住、在学、在勤でボランティア活動に関心のある方
定　員 : 20人（申し込み順）
参加費 : 無料
申し込み : 社協に電話・FAX・メール
 ※ FAX・メールでの申し込みの場合、氏名、住所、電話番号を明記して送信

　相続税・贈与税・親族後見人等が行う成年後見対象者の確定申告な
どのご相談に応じます。

日　時 : 第1回目 : 平成30年12月14日（金）
　　　　第２回目 : 平成31年 2月15日（金）
　　　　午後1時〜午後3時　
　　　　※相談時間は40分以内(事前予約制)
場　所 : 伊勢原シティプラザ1階社協相談室
対　象 : 市内在住の65才以上の方、
　　　　障がい者（児）およびその親族等
申し込み : 社協に電話

　やすらぎサービスは、高齢や障がい、傷病、産前産後などで、日常生
活でお困りの方の負担を少しでも軽くするため、市民の参加と協力によ
り低額の料金で調理・掃除等の家事援助サービスや通院や外出などの介
助サービスを提供しています。
サービスの内容

利用会員 協力会員
市内在住の方で福祉的支援が必要な
方 （まずはご相談ください）

●利用時間
原則、平日の午前８時〜午後6時

（祝日、年末年始除く）
●費用
年会費2,000円
1時間1,000円

（延長は30分ごとに500円加算）

20才以上の方で、この制度の趣旨を
理解し、熱意と真心をもってサービ
ス提供のできる方。
※ 有償ボランティアですので、ヘル

パー等の資格は不要です

●謝礼

1時間850円（30分延長
ごとに425円加算）
交通費1回100円支給

伊勢原市下落合29-1

広告 広告広告
生涯現役！会員募集中！
あなたの知識と経験を
地域で活かしてみませんか？
60歳以上の元気で働く意欲のある方を
お待ちしています。
入会説明会（毎月第 3水曜）へ
ぜひお越しください。（要予約）

【お問い合わせ】
公益社団法人 伊勢原市シルバー人材センター
☎0463（92）8801

月30日（火）午後１時～午後４時30分

やすらぎサービスのご案内

成年後見･権利擁護推進センタ－

高齢者・障がい者の

無料税務相談のご案内

ボランティア入門講座
～福祉体験～

趣味の教室 追加募集

精神保健福祉ボランティア基礎講座

講演会開催のご案内

会員募集中!! 利用会員・協力会員、

どちらも社協までご相

談ください!!

団体からのお知らせ

家事援助
●調理
●衣類の洗濯
●掃除・整理整頓
●買い物

介助サービス
●通院介助
●外出介助
● 簡易な身の回りの

介助

その他
●薬の受け取り
●お話相手
●趣味の援助
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　災害時、地域住民同士のたすけあいは欠かせません。そのため
には、日頃から顔の見える関係づくりが重要となります。
　社協は『地域の力』を高めるために、サロン活動や見守り活動
の支援などを行っています。また、子ども防災講座を実施し、災
害時に自分の身を守ること、要援護者への思いやりのこころを学
ぶことで、次世代の地域の担い手づくりにも力を入れています。
　今年度は、災害ボランティア養成講座なども実施しました。
　（写真右は平成30年度子ども防災講座）

　大規模災害が起こると被害の状況により、市町村単位で災害ボラ
ンティア支援センターが設置されます。伊勢原市では伊勢原市地域
防災計画において、伊勢原市民文化会館大ホールホワイエに災害ボ
ランティア支援センターを設置し、いせはら災害ボランティアネッ
トワークの協力の下、社協が運営を行うことになっています。
　いつ起こるかわからない災害に備え、毎年訓練を実施し、ボラン
ティアの受け入れや派遣調整などの流れを確認しています。
　（写真左は平成30年度
　　　災害ボランティア支援センター設置運営訓練）

　平成30年は大阪府北部地震、米原市竜巻災害、７月豪雨災害、山形県大雨災害、台風21号災害、北海道胆振東部地震と災害が続きました。
　平成30年７月豪雨災害では、発生時から９月５日までに12府県（岐阜県、京都府、兵庫県、鳥取県、島根県、広島県、岡山県、山口県、愛媛県、
高知県、福岡県、佐賀県）で設置された災害ボランティアセンターを通じて、約21万3千人のボランティアが活動をしました。また、地域の
自治会や地縁組織による住民同士の助け合いも行われています。

　社会福祉協議会では、災害義援金を窓口でお預かりしています。また、平成
30年７月豪雨災害義援金（中央共同募金会）、平成30年北海道胆振東部地震災
害義援金については、シティプラザ1階に募金箱を設置しています。現在募集
している義援金は、次のとおりです。
　●平成30年北海道胆振東部地震災害
　●平成30年７月豪雨災害
　　　 特定の被災府県への募金は、中央共同募金会のホームページにてご確認ください。
　　　https://www.akaihane.or.jp/saigai/2018_july_gouu/
　●2017九州７月大雨災害
　●2016熊本地震
※ 義援金を装った振り込み詐欺が報告されています。振り込みでの募金には、振込

先を十分にご確認ください。

　被災地では、災害ボランティアセンターが開設され、
既に多くのボランティアが、一般家屋の泥出しや家財の
搬出を中心とした活動を行っています。災害ボランティ
アセンターの運営のために、各都道府県共同募金会では、
共同募金の一部を「災害準備金」として備え、被災地の
災害ボランティアセンターの運営や被災者支援活動等を
支えています。

　災害時等に備えるため、
　　共同募金に皆さまのご協力をお願いします。

　いせはら災害ボランティアネットワーク、
伊勢原市社協、共同募金会伊勢原市支会では、
平成30年７月20日（金）、７月23日（月）の２
日間、午後４時から午後７時まで、伊勢原駅
周辺において街頭募金を実施しました。集ま
った募金は、中央共同募金会を通じ、被災地
に配分されます。
募金総額　278,001円

　防災意識の向上やネットワークづくりを目的として組織
され、年間を通して、災害に関する研修会や救急救命講習
など、自助力の向上に努めています。一緒に活動してくだ
さる方を募集しています。

市社協までご連絡ください。皆さまのご協力
ありがとうございました

災害ボランティア支援センター

災害時などに協力できる

地域のつながりづくり

いせはら災害ボランティア

ネットワーク

災害義援金の募集

平成30年7月豪雨災害義援金街頭募金の報告

共同募金の使いみち

「災害準備金」

赤い羽根共同募金
赤い羽根共同募金


